
／ク窮 〃

東　　　、重責二　　　　島芳子′　　　　聞（第3種郵便物認可）‾‘　　　　　　　‾　　∴　　　－＿＝∃日量彊雪間

原発から出る高レベル放射性廃棄物

の最終処分場の問題が迷走している。

経済産業省は昨年末、処分場として適

性がある地域を色分けした「科学的有
望地」の地図を公表予定だったが、
「候補地に決まった印象がある」と反

発を招き、断念した。「科学的特性マ
ップ」と名称変更して出直すが、意味

合いは同じのため、公表のめどは立た

ない。そんな中、高浜、玄海原発が再

稼働に動く。最終処分場が決まらない

まま、「核のごみ」を：さらに増やして

よいのか－。

（佐藤大、橋本誠、小坂井文彦）

会社名　施設名
北海道電力　　泊

東北電力　女　川

篇藤勧福島第一
済　　籠結

締韓
の　　　美濃

購謹
川　内

重　日本京子が潟　敦　賀
寧　　　　　東海第二
と　日本原燃　再処理工場

計

※2017年3月末現在。浜岡1、2号機は除
く。電気事業連合会の質料などに基づく。
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高レベル放射性」莞藻…物処分
の問題について話す寿楽浩
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el

呼
称
は
『
ク
リ
ス
タ
ル
役
』
と
も
株
主
総
会
で
脱
原
発
な
ど
を
提

し
、
代
表
取
締
役
社
長
は
代
表
　
案
す
る
団
体
は
二
十
四
日
、
法

ク
リ
ス
タ
ル
役
社
長
と
呼
ぶ
」

な
ど
百
個
を
提
案
し
た
。

制
馨
に
「
株
主
提
案
は
重
要
な

株
主
の
権
利
。
制
限
で
は
な

H
凧
惰
〃
又
ブ
タ
く
鵡
爪
メ
ェ
ー
（
、
－
こ
ら
、
し
辛
ハ
0

に
、
東
竃
は
福
島
原
発
事
故
を

起
こ
し
た
。
野
村
H
D
の
事
例

を
出
し
、
と
ん
で
も
な
い
株
主

が
い
る
と
世
論
を
誘
導
し
て
い

V
一
浩
在
伯
カ
し
、
し
辛
言
y
一
日
－
一
て

取
り
締
ま
る
必
要
は
な
い
。
企

業
は
む
し
ろ
、
探
主
の
意
見
を

積
極
的
に
取
り
入
れ
、
謙
虚
に

耳
を
傾
け
る
べ
き
だ
」
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2

日
本
初
の
商
業
用
原
発
、
日

本
原
子
力
発
電
（
原
電
）
東
海

原
発
が
茨
城
県
で
運
転
を
始
め

た
の
は
一
九
六
六
年
。
原
発
を

動
か
せ
ば
「
核
の
ご
み
」
が
出

る
。
最
終
処
分
場
が
必
要
な
の

は
自
明
な
の
に
、
な
ぜ
、
こ
の

問
題
は
半
世
紀
以
上
た
っ
て
も

前
に
進
ま
な
い
の
か
。

「
政
府
や
電
気
事
業
者
が
、

あ
く
ま
で
『
立
地
問
題
』
と
し

て
処
理
し
よ
う
と
し
て
き
た
こ

と
に
原
因
が
あ
る
」

二
十
三
日
、
「
脱
原
発
を
め

ざ
す
首
長
会
議
」
が
開
い
た
勉

強
会
で
、
経
産
省
の
放
射
性
廃

棄
物
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
委

員
で
も
あ
る
東
京
電
機
大
の
寿

楽
浩
大
沼
教
授
は
そ
う
指
摘
し

た
。
「
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄

物
を
地
層
処
分
に
す
る
と
決
め

る
際
、
社
会
的
合
意
を
得
な
か

っ
た
」
こ
と
が
尾
を
引
い
て
い

る
と
い
う
。

原
発
の
使
用
済
み
核
燃
料
は

再
処
理
し
、
使
え
る
プ
ル
ト
ニ

ウ
ム
と
ウ
ラ
ン
を
取
り
出
す
。

残
り
の
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄

物
は
溶
液
に
し
、
ガ
ラ
ス
と
混

ぜ
て
「
固
化
体
」
に
し
、
地
下

三
百
㍍
以
下
の
地
層
に
埋
め
て

廃
棄
す
る
。
ガ
ラ
ス
を
利
用
す

る
の
は
、
安
定
性
が
高
い
物
質

だ
か
ら
だ
。
こ
れ
を
「
地
層
処

分
」
と
呼
ぶ
。

政
府
は
原
発
導
入
の
当
初
か

ら
、
使
用
済
み
核
燃
料
の
再
処

理
を
含
め
た
「
核
燃
サ
イ
ク

ル
」
を
目
指
し
て
き
た
。
だ

が
、
再
処
理
後
、
ガ
ラ
ス
固
化

体
に
加
工
し
て
捨
て
る
と
、
法

律
で
規
定
し
た
の
は
二
〇
〇
〇

年
に
な
っ
て
か
ら
だ
。

法
律
名
は
、
特
定
放
射
性
廃

棄
物
の
最
終
処
分
法
。
奏
楽
氏

は
「
衆
参
両
院
を
合
わ
せ
て
委

員
会
の
議
論
は
計
九
日
間
に
す

ぎ
な
か
っ
た
。
本
来
、
放
射
性

廃
棄
物
の
地
層
処
分
そ
の
も
の

に
つ
い
て
、
国
民
の
闇
で
、
広

範
で
明
確
な
合
意
形
成
を
す
る

必
要
が
あ
っ
た
」
と
話
す
。

超
長
期
の
管
理
と
い
う
問
題

は
あ
る
が
、
地
上
施
設
で
保
管

す
る
方
法
も
あ
る
。
宇
宙
に
飛

ば
し
て
廃
棄
す
る
方
法
も
、
ロ

ケ
ッ
ト
が
爆
発
す
る
危
険
も
あ

る
が
、
な
く
は
な
い
。
な
ぜ
地

層
処
分
を
選
択
す
る
の
か
、
議

論
を
深
め
な
け
れ
ば
、
先
に
進

め
な
い
と
い
う
わ
け
だ
。

東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事

故
の
発
生
前
で
、
原
発
の
「
安

全
神
話
」
が
ま
か
り
通
っ
て
い

た
。
ま
た
、
原
子
力
利
用
の
初

期
の
段
階
で
、
科
学
者
た
ち
が

処
分
を
楽
観
的
に
と
ら
え
て
い

た
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
。

寿
楽
氏
に
よ
る
と
、
米
科
学

ア
カ
デ
ミ
ー
は
一
九
五
七
年
に

提
示
し
た
地
層
処
分
の
概
念

は
、
「
廃
棄
物
を
激
化
し
、
水

を
通
さ
な
い
岩
塩
層
に
直
接
注

入
す
る
」
。
高
レ
ベ
ル
放
射
性

廃
棄
物
は
無
害
化
ま
で
に
一
万

年
以
上
か
か
る
の
に
、
「
六
百

年
の
管
理
」
と
非
常
に
甘
い
も

の
だ
っ
た
。

で
は
、
既
に
最
終
処
分
場
の

整
備
を
進
め
る
北
欧
の
国
は
ど

う
か
と
い
う
と
、
「
倫
理
」
に

も
緒
む
と
し
て
、
祐
学
者
ら
も

議
論
に
加
わ
っ
た
と
い
う
。
一

方
、
米
国
は
八
七
年
、
ネ
バ
ダ

州
の
エ
ツ
カ
マ
ウ
ン
テ
ン
を
最

終
処
分
場
に
す
る
と
法
で
定
め

だ
が
、
先
住
民
ら
の
反
対
で
、

整
備
は
で
き
て
い
な
い
。

今
後
、
科
学
的
特
性
マ
ッ
プ

で
事
実
上
、
「
適
性
が
あ
る
」

と
さ
れ
る
地
域
は
広
く
示
さ
れ

る
可
能
性
が
高
い
。
「
特
定
の

自
治
体
の
狙
い
撃
ち
で
は
な

く
、
広
く
多
数
の
自
治
体
で
の

議
論
を
喚
起
し
よ
一
つ
と
す
る
と

思
わ
れ
る
。
だ
が
、
根
本
的
な

問
題
を
解
決
し
な
い
限
り
、
放

射
性
廃
棄
物
問
題
へ
の
対
処
が

『
前
進
』
を
み
る
と
は
考
え
が

た
い
」
　
（
寿
楽
氏
）
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討の放しい後て処し御よ福 
すま棄さとのい理たでう島 
べましだこlるエ隙きにの 
き廃“○ろ％」場、な、原 

接続撚葬頴羅慧 議巌薙続議 

」」工と三下電別荘，－
【無料査定・秘密厳守】

東京舘知事免詐（1）95715僅）東京都不動産協会会員
〈公拙全日本不動産協会会員

輔西国悶困出口閉店起因帽
〒17主0022東京都堂島区南池袋3－13－7

℡03°5957°0610
（全仲介）直営有効期限平成29年7月末日

鰯1980離
京怠久留里線三崎日原5両

〈三浦海岸〉
・土地16528高遠柳粥2両
・横須賀市長井
・平成7年1月無5LDK
．遁Jr』al〇十＿I〇一、ノ・∴∴買こう′ノ十二J

講580再
内房線竹岡駅24km

醒850召
JR伊東線来宮駅88km

〈高箱根ダイヤランド〉
・土地381五
・四万郡函南町丹那
・原野　都市計画区域外
・病院他レジャー施設充実

絨ら490召
翰磐線神立駅13km

〈柴水苑〉
土地263両
かすみがうら市安食
山林都市計画区域外
車帰京似合雄太番手⊥凪的一審

鵜830胃
JR伊東線宇佐英訳3．5km

〈巣雲台別荘地〉
・土地510nl

・伊東市宇i佐英一ノ沢
・原野無指定建60％容200％
・海山の車重富木々多自然満喫

絨ら482召
常鍛練神立駅13km

〈紫　水　苑〉
・土地202五
・かすみがうら市柏崎
・宅地　都市計画区域外
・平坦地霞ケ浦、ゴルフ線至近

鶉790雷
東海道新幹線想海駅123両

〈南箱根ダイヤランド〉
・土地262品
・田方郡函南町畑
・原野無指定趣40％容80％
・別電地味ショ）をヴセンケ専有

醒490再
婚通航軸新富士駁9，6km

〈助祭薗原〉
・土地213品
・富士雪盲猪之頭
・輔弼駆域鰯定眺電離

富士山西の鯛野鳥生息瑚良

粥760欝
伊豆急行線河津駅13km

〈桜坂温泉別荘地〉
・土地1141「正睦約1085品
・賀茂郡河津町晦
・昭和50年8月築3LDK
・眺望良し温泉引込可

醐2530欝
JR伊東線来宮駅8．9km

〈甫箱根ダイヤランド〉
・土地322r証遵物243品
・田方郡函南町丹那向山
・昭和62年12月築6LDK

・緒浜町田IC80分夜景一望

鑑ヱ麹
JR伊東線宇佐英訳3，5km

〈巣雲台別荘地〉
・土地291nl

・伊東市宇佐美－ノ沢
・原野無指定趣60％容200％
・鵬とみかん温舶楽調永住地

騙1790召
伊豆急行線川奈駅57km

〈イトーピア一幕湖〉
土地488品

伊東市十足油平
山林無指定趣20％容60％

鵜弓赴可搬良く美しい頒地

謡680胃
東海道統轄鯨熱海駅186km

〈伊豆エメラルドタウン〉
土地390証
田方郡函南町平井
山林無漉定建30％容60％
生活環境良永住者多

藤1660寵
JR伊東線宇佐美駅3．5km

〈巣雲台別荘地〉
・土地209品・逸物9092〇五

・伊東市宇佐美事－ノ沢
・平成3年4月襲2時趣3LDK

・山と海が楽しめる即位可

鵜650靂
伊豆急行線伊東駅204km

〈天城高原別湛地〉
・土地1587品・建物66．24品
・伊東布池　温泉付
・昭和57年3月策2LDK
・伊東駅からシャトルバス有

鵜1200龍
伊豆魚行線伊豆高昂廠47両

〈名鉄伊豆赤沢〉
・土地356両i建物5356五

・伊東市八龍野
・昭和63年2月築2LDk
・何機山山麓に広がる閑鵬棚勤

最
終
処
分
場
問
題
の
迷
走
ぶ

り
は
、
原
発
の
再
稼
勘
に
も
影

響
を
与
え
る
。

二
十
四
日
、
佐
賀
県
の
山
口

祥
義
知
事
は
、
九
州
電
力
玄
海

原
発
3
、
4
号
機
の
再
稼
働
に

同
意
を
表
明
し
た
が
、
そ
の
二

日
前
の
二
十
二
日
、
世
耕
弘
成

経
産
相
と
県
庁
で
面
会
し
、
六

項
目
の
要
請
を
し
た
。

そ
の
一
つ
が
、
「
使
用
済
み

核
燃
料
対
策
及
び
高
レ
ベ
ル
放

射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
な
ど

の
バ
ッ
ク
エ
ン
ド
対
策
へ
の
取

り
組
み
を
加
速
さ
せ
る
こ

と
」
。
県
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業

課
は
「
県
民
へ
の
説
明
会
で
、

玄
海
原
発
の
使
用
済
み
燃
料
の

貯
蔵
場
所
が
満
杯
に
な
り
つ
つ

あ
る
こ
と
へ
の
不
安
が
出
て
い

た
」
と
説
明
す
る
。

電
気
事
業
連
合
会
に
よ
る

と
、
玄
海
原
発
の
貯
蔵
プ
ー
ル

に
は
、
九
百
ト
ン
の
使
用
済
み
核

燃
料
が
入
っ
て
い
る
。
残
る
容

量
は
二
百
三
十
ト
ン
。
九
竃
の
担

当
者
は
「
再
縁
嘲
し
、
外
部
に

搬
出
し
な
け
れ
ば
、
四
～
五
年

で
プ
ー
ル
は
い
っ
ぱ
い
に
な

る
」
と
話
す
。

大
堕
晶
裁
の
運
転
差
し
止
め

取
り
消
し
決
定
を
受
け
、
関
西

電
力
は
六
月
ま
で
に
、
福
井
県

の
高
浜
原
発
3
、
4
号
機
を
再

稼
働
さ
せ
る
予
定
だ
。
こ
ち
ら

は
貯
蔵
プ
ー
ル
の
空
き
容
量
は

五
百
十
ト
ン
。
玄
海
原
発
よ
り
は

余
力
が
あ
る
が
、
再
稼
鋤
を
続

け
れ
ば
、
い
ず
れ
は
限
界
が
く

る。

そ
れ
に
し
て
も
、
な
ぜ
、
搬

出
で
き
な
い
の
か
。
使
用
済
み

核
燃
料
は
、
青
森
県
六
ヶ
所
村

の
日
本
原
燃
（
原
燃
）
の
再
処

理
工
場
に
運
び
、
再
処
理
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
工

場
は
一
九
九
三
年
に
着
工
し
た

も
の
の
、
ト
ラ
ブ
ル
続
き
で
二

十
回
以
上
も
完
成
時
期
を
延
期

し
た
。
二
〇
一
四
年
に
、
原
子

力
規
制
委
員
会
の
新
規
制
基
準

の
審
査
を
申
請
し
た
が
、
い
ま

だ
に
適
合
し
て
い
な
い
。

再
処
理
を
で
き
な
い
た
め
、
i

工
場
内
の
プ
ー
ル
に
は
、
全
国

の
原
発
か
ら
運
び
込
ま
れ
た
使

用
済
み
核
燃
料
が
た
ま
っ
て
い

る
。
容
量
三
千
ト
ン
の
う
ち
、
二

千
九
百
六
十
八
ト
ン
が
う
ま
り
、

ほ
ぼ
空
き
は
な
い
。
耐
震
工
事

を
す
る
た
め
、
一
七
年
度
、
新

た
な
使
用
済
み
核
燃
料
の
受
け

入
れ
予
定
は
な
い
。

原
燃
の
広
報
担
当
者
は
「
ガ

ラ
ス
固
化
体
の
技
術
は
確
立
さ

れ
、
技
術
的
な
問
題
は
ク
リ
ア

し
て
い
る
。
審
査
に
対
す
る
一

通
り
の
説
明
は
終
わ
り
、
補
正

書
の
提
出
に
向
け
て
動
い
て
い

る
」
と
説
明
す
る
。
現
在
、
一

八
年
度
上
期
の
完
成
を
予
定
す

る
が
、
果
た
し
て
ど
う
な
る
の

か。
行
き
場
の
な
い
使
用
済
み
核

燃
料
を
一
時
保
管
し
よ
う
と
い

う
動
き
も
あ
る
。
東
竃
と
原
電

は
〇
五
年
、
共
同
出
資
で
「
リ

サ
イ
ク
ル
燃
料
貯
蔵
」
を
設
立

し
、
六
ヶ
所
村
に
近
い
青
森
県

む
つ
市
で
、
両
社
の
使
用
済
み

核
燃
料
を
空
冷
方
式
で
中
間
貯

蔵
す
る
た
め
の
施
設
を
建
設
し

た。
容
量
は
三
千
ト
ン
分
で
、
二
二

年
に
建
設
を
終
え
た
。
だ
が
、

こ
の
施
設
も
ま
だ
、
新
規
制
基

準
に
適
合
し
て
い
な
い
。
リ
サ

イ
ク
ル
燃
料
貯
蔵
の
担
当
者
は

「
審
査
は
新
規
制
基
準
で
変
更

さ
れ
た
部
分
だ
け
と
想
定
し
て

い
だ
が
、
全
て
の
部
分
で
審
査

を
受
け
て
い
る
の
で
時
間
が
か

か
っ
て
い
る
」
と
説
明
す
る
。

中
間
貯
蔵
施
設
が
使
え
る
よ
う

に
な
る
の
は
、
一
八
年
後
半
の

予
定
だ
と
い
う
。

「
核
の
ご
み
」
の
最
終
処
分

場
の
議
論
も
進
ま
な
い
が
、
そ

の
手
前
の
使
用
済
み
核
燃
料
の

行
き
場
も
な
い
の
が
、
こ
の
国

の
現
状
と
い
う
わ
け
だ
。

原
子
力
資
料
情
報
室
の
伴
英

幸
共
同
代
表
は
、
最
終
処
分
場

問
題
に
つ
い
て
、
「
何
万
年
も

何
十
万
年
も
安
全
を
確
保
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。
や
っ
か
い

な
放
射
性
廃
棄
物
を
こ
れ
以
上

つ
く
る
こ
と
は
や
め
、
『
核
の

ご
み
」
一
の
総
量
を
確
定
し
て
対

処
す
べ
き
だ
。
電
気
は
電
気
、

ご
み
は
ご
み
、
と
い
う
考
え
方

は
も
う
卒
業
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
指
摘
し
た
。
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